
議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

新

政

自

民

あ
お
ぞ
ら

無

会

3 令和７年度座間市一般会計補正予算（第１１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 令和７年度座間市介護保険事業特別会計補正
予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 令和７年度座間市一般会計補正予算（第１２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 令和７年度座間市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 令和７年度座間市介護保険事業特別会計補正予
算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 令和７年度座間市後期高齢者医療保険事業特
別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 令和７年度座間市水道事業会計建設改良積立
金の目的外使用について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 令和８年度座間市一般会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○

11 令和８年度座間市国民健康保険事業特別会計
予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯3

●2

12 令和8年度座間市介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯4
●1

13 令和8年度座間市後期高齢者医療保険事業特
別会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯4

●1

14 令和8年度座間市水道事業会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○

15 令和８年度座間市公共下水道事業会計予算 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯2
●3

16 座間市犯罪被害者等支援条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 座間市行政手続条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○

18 座間市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 座間市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯3

●2

20 座間市看護師等奨学金貸付条例の一部を改正
する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 座間市災害見舞金支給条例の一部を改正する
条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○

22 座間市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯4
●1

23 座間市企業等の新たな企業投資の促進のための
支援措置に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ○

24 座間市道の構造の技術的基準を定める条例の
一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 座間市市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 座間市立スポーツ施設条例の一部を改正する
条例 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯3

●2

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

新

政

自

民

あ
お
ぞ
ら

無

会

27 市道の路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 令和７年度座間市一般会計補正予算（第１３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 工事請負契約の締結について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
2

イスラエル、アメリカ及びイランを巡る軍事
衝突の即時停戦と外交的解決を求める決議に
ついて

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
3

生活保護制度の居住地特例に関する改正につ
いて慎重な検証と必要な見直しを求める意見
書の提出について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ◯4
●1

議提
4

国民健康保険制度の安定運営に向けた財政支
援の拡充と制度改善を求める意見書の提出につ
いて

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
5

非核三原則の堅持を求める意見書の提出につい
て 原案可決 ○ ○ ● ○ ○ ○

議提
6

外交努力により中東地域の早期事態収拾を求め
る意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ● ○

議提
7

中東情勢の緊迫化に伴う地域の安全確保と平
和的解決を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ● ○ ○ ○

◯2
●2
△1

議提
8

対話による外交努力により中東地域における緊
張緩和を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ● ○ ○ ○

議提
9

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的
の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻
き込まれることを防ぐための環境整備等を求
める意見書の提出について

原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯2
△3

陳情
48

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的
の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻
き込まれることを防ぐための環境整備等を求
める意見書の提出を求める陳情

採択 ○ ● ○ ○ ○ ◯2
△3

陳情
49

国に対し、国民の主食である米の価格を統制
することを求める意見書の提出を求める陳情 不採択 ● △ ● ● ● ◯2

●3

令和8年（2026年）5月15日 第216号  （8）

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
11
号
、
第
15
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

▽
議
案
第
16
号
、
第
18
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
17
号
、
第
23
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

▽
陳
情
第
48
号
は
、
賛
成
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
49
号
は
、
賛
成
者
な
く

不
採
択
と
し
ま
し
た
（
一
部
委
員

退
席
）。

▽
議
案
第
20
号
、
第
26
号
以
上
２

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
19
号
、
第
22
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
24
号
、
第
25
号
、
第
27

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
21
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

（
一
部
委
員
退
席
）。

企
画
総
務

民
生
教
育

都
市
環
境

▽
議
案
第
10
号　

令
和
８
年
度 

座
間
市
一
般
会
計
予
算

　

財
務
部
所
管
事
項
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
費

に
つ
い
て
「
総
括
質
疑
で
は
、
24

施
設
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
を
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
対
象
施
設
を
お
示

し
く
だ
さ
い
」
と
の
質
疑
に
「
栗

原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
新

田
宿
・
四
ツ
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
３
施
設
、
小
学
校
の
給
食

調
理
室
、
市
営
住
宅
の
一
部
、
東

地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
で
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
整
備
対

象
外
施
設
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
」
と
の
質
疑
に

「
公
共
施
設
再
整
備
計
画
の
中
で

将
来
的
な
方
針
が
確
定
し
て
い
な

い
た
め
、
現
状
は
蛍
光
灯
の
交
換

で
対
応
し
ま
す
。
方
針
決
定
後
、

交
換
す
る
の
か
、
施
設
の
廃
止
が

先
か
見
極
め
て
い
る
状
態
で
す
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
未
来
部
所
管
事
項
、
保 

育
士
宿
舎
家
賃
支
援
事
業
費
補
助

金
に
つ
い
て
「
制
度
の
概
要
を
ご 

説
明
く
だ
さ
い
」と
の
質
疑
に「
国
、 

県
で
も
と
も
と
あ
っ
た
保
育
士
宿

舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
が
、
平
成 

29
年
の
採
用
か
ら
10
年
以
内
の 

保
育
士
を
対
象
と
し
た
も
の
で
し

た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
段
階
的

に
そ
の
対
象
期
間
を
１
年
ず
つ
下

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
対
象

外
と
な
っ
た
期
間
を
救
済
措
置
す

る
も
の
で
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
次
に
、
母
子
保
健
事
業

費
の
妊
婦
健
診
の
増
額
に
つ
い
て

「
診
察
補
助
券
が
交
付
さ
れ
て
、

ま
だ
出
産
に
至
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
方
に
対
す
る
手
当
は
考

え
て
い
る
の
か
」と
の
質
疑
に「
補

助
券
の
交
付
で
は
な
く
、
払
戻
し

の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
所
管
事
項
、
危
険
ブ
ロ 

ッ
ク
塀
撤
去
補
助
事
業
費
に
つ
い

て
「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
所
有
者

に
対
し
、
令
和
８
年
度
は
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
」
と
の

質
疑
に
「
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
地
域
回
覧
板

の
活
用
や
訪
問
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

な
ど
を
通
し
て
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

所
有
者
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
き

ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
施
設
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
要

補
修
路
線
維
持
管
理
事
業
費
に
つ

い
て
「
舗
装
の
打
ち
変
え
工
事
の

際
に
、
新
た
な
安
全
対
策
と
し
て

道
路
の
中
央
線
に
ラ
イ
ト
を
埋
め

込
み
、
消
え
な
い
よ
う
に
す
る
の

は
ど
う
か
」
と
の
質
疑
に
「
来
年

度
の
予
算
に
は
計
上
は
し
て
い
な

い
も
の
の
、
今
後
要
望
が
あ
れ
ば

研
究
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
５
号
、
第
６
号
、
第
７

号
、
第
８
号
、
第
９
号
以
上
５
件

は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
12
号
、
第
13
号
、
第
14

　

予
算
決
算

○賛成●反対△退席

※�会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、新政（新政いさま）、自民（自由民主党座間市
議団）、あおぞら（あおぞらひまわりの会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

3 月 定 例 会 の 審 議 結 果

３
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）

座間市公明党 　髙栁　浩子　　鈴木　一寿　　伊藤　多華　　加藤　　学
日本共産党座間市議団 　守谷　浩一　　星野久美子

新政いさま 　大矢新一郎　　美濃口　集　　荻原　健司　　京免　康彦

自由民主党座間市議団
　内藤　幸男　　髙波　貴志　　熊切　和人　　吉田　義人
　竹田　陽介　　

あおぞらひまわりの会 ※松橋　淳郎　　星野　　郁

会派に属さない議員
　安海のぞみ　　長瀨　未紗　　馬場　佳陽　　片岡　将志
　沖永　明久

※議長のため、表決には加わりません。


